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外部プロ人材
活用成功事例

雇わずに
プロシェアリング
する！ （株）サーキュレーション

代表取締役　久保田雅俊

No.11　プロのサポートでAI活用新規事業の立ち上げに成功

　プロシェアリングとは，高い職
能を持って複数企業で同時に活躍
するプロフェッショナルを，経営
課題に合わせて「雇用」ではなく
「活用」するという，新しい人材
活用の手法です。2014年の設立
以来，サーキュレーションには約
15,000名のプロが登録し，約
7,800件のプロジェクトで実績を
上げてきました。プロジェクトは
経営要素の強い案件が多く，新規
事業の企画推進や，人事・広報等
のミドルオフィス支援，さらには
IPO関連から中期経営計画の策
定，CFOのシェアなども実行し
ています。

AIを活用した
イノベーションを展開

　今回は，そのなかからアサヒグ
ループホールディングス株式会社
（以下，アサヒHD）が，世界初の
AIによるパッケージデザインシ
ステムを開発した際のプロシェア
リング活用事例をご紹介します。
　アサヒHDは，1949年創業，『ア
サヒスーパードライ』を核とした
ビール類のトップシェアポジショ
ンや生産物流体制の最適化などに
よる業界トップクラスの収益性を
強みとしています。

　アサヒHDではAIを活用したイ
ノベーションが今後の変革には必
須であるとの認識があり，すでに
イノベーションのアイデアも蓄積
していたのですが，その絞り込み，
および先の展開を悩んでいたとこ
ろでした。

課題 アイデアを絞り込み
新規事業を立ち上げたい

　ホールディングスの研究部門を
中心に，AI活用のアイデアはす
でに30個ほどあったのですが，
2018年当時は世の中に事例も少
なく，どうやって実現可能性を判
断し，絞り込むかに悩んでいまし
た。とはいえ，AIの仕組みを理
解し，事業立ち上げを実体験とし
て習得し，実行できる人材など社
内にはいません。そこで，プロに
アドバイスをいただきながらAI
技術の評価から事業立ち上げまで
伴走できるプロシェアリングを活
用いただくことになりました。
　今回はアサヒHDのご担当者が，
2018年 7月に開催した当社主催
のセミナー『経営者のためのAI
導入に最適なテーマと失敗しない
AI導入プロセスとは？』に参加
されたことがきっかけでした。そ
こにAIのプロとして登壇されて
いたのが山田勝俊氏（以下，山田

氏）です。セミナー後にアサヒ
HDのご担当者からご相談をいた
だき，山田氏にご支援いただく運
びとなりました。
　山田氏は，ディーキン大学（オ
ーストラリア）でMBAを取得後，
IT業界で 2社の起業経験があり，
多国籍AIスタートアップにも参
画。200社以上の大企業・中小企
業向けに難易度の高いAI技術を
含む導入コンサルティングを手が
ける，まさしくAI事業開発のプ
ロです。

解決策 可能性の選定に続き
推進実務をファシリテート

● 中期経営計画策定・予算確保
　初めに行ったことは今後の見通
しを立てることでした。成功・失
敗事例やトレンド情報の収集を行
ったうえで，経営層も参加する会
議等でのディスカッションパート
ナーとして山田氏も参加し，説明
を行いました。意思決定において
必要な情報提供，資料作成までア
ドバイスし，プロジェクトを次の
フェーズに進めることができまし
た。
● 開発内容の決定
　次に，今まで社内で挙げられて
いた30個のアイデアから絞り込
みを行いました。それぞれのアイ
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デアの背景や中身，今後の可能性・
実効性を山田氏と共に議論し，4
個に集約しました。
● 開発体制の構築
　 4個のアイデアそれぞれに対し
て，山田氏から最適な開発会社を
提案いただきました。どんな技術
が必要か，それを持っている企業
はどう探せばよいかを知っている
からこそのアドバイスです。
　山田氏は要件定義を行う会議の
場でも，アサヒHDの意図を開発
会社に伝えるためにファシリテー
ションを担当しました。事業開発
の経験がある山田氏がサポートす
ることで，開発会社とアサヒHD両
方の社内合意形成が進みました。
● 開発推進
　実際に開発がスタートすると，
山田氏は開発目標の実現に向け
て，引き続きファシリテーション
を担当し，加えて，アサヒHDが
今後開発会社と自力でやり取りで
きるよう指導を進めました。また，
開発が完了した際のプレスリリー
スの内容にも知見を提供し，アサ
ヒHDの取り組みは日経新聞をは
じめ様々なメディアに掲載される
こととなりました。

成果 事業のリリースとともに
ノウハウの社内蓄積を実現

　プロ人材によるファシリテーシ
ョンを活用した事業展開によっ
て，同社は以下のような成果を得
ました。

① 当初30個あったアイデアから
実現可能性の高い 4つに絞り込
み，そのうちの 1つの「商品パ
ッケージ自動生成のAI」はプ
レスリリースを発信，業界に十
分なインパクトを与えられた
② AI関連はベンチャー企業（開
発会社）とアライアンス提携で
進めることが常套手段だが，そ
の際のプロジェクトマネジメン
ト力を内製化できた
③ 最先端の技術力を有するAIベ
ンチャー（開発会社）と共同開
発することで，AIに関する最
新知識を社内に蓄積できた

プロシェアリング×AI事業開発
での支援ポイント

　先進的なAI技術を活用した事
業を創るために，自社内でリサー
チを行って推進する選択肢がある
一方で，事業開発のプロ人材を活

用し，社内のアイデアを素早く評
価し，実現可能な開発会社を紹介
してもらうなど，早期に事業を立
ち上げることも非常に効果的だと
分かる事例です。
　社内メンバーの人脈以外でプロ
人材を探す手段として，業務委託
による支援を通じてアドバイザー
になってもらう方法があります。
外部アドバイザーへの依頼・活用
も雇用と同様にミスマッチなどの
リスクはありますが，プロシェア
リングサービスを介することでそ
のリスクは最小化できます。
　AIを活用した新規事業開発の
経験豊富な人材は実際に採用する
となると，非常に希少価値が高く，
給与も高い傾向にあります。その
ような人材を採用したいという要
望があった場合は，プロシェアリ
ングの活用を検討・提案してみて
はいかがでしょうか。
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